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令和４年度の郡山市農業賞・農業奨励賞の表彰式を開催いたします。 

また、併せて記念講演会を開催いたします。 

 

１ 日 時  1 月１１日(水)  表彰式：午後 1時 30 分 

講演会：午後 2時 30分（予定） 

 

２ 会 場  市役所特別会議室（本庁舎２階） 

 

３ 受賞者  郡山市農業賞   濱津 洋一（はまつ よういち） 様 

       郡山市農業奨励賞 川曲集落（中山間地域等直接支払交付金事業） 様 

武藤 甲児（むとう こうじ） 様 

株式会社きくた農園 様 

有限会社ニッケイファーム 様 

      ※受賞内容については、裏面のとおりです。 

 

４ 出席者  郡山市長、農林部長、関係団体職員、農業委員、農地利用最適化推進委員 等 

 

５ 講演会   

演題：「人・農地プランから目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する地域計画へ」 

～農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律について～ 

    講師： 東北農政局地方参事官（福島県担当）山本 真也（やまもと しんや）氏 

 

〈郡山市農業賞・農業奨励賞〉 

本市農林水産業の発展等に意欲的に取り組み、顕著な業績をあげていると認められる個人又

は団体に「郡山市農業賞」を、また、先進的な取組みや貢献のあった個人又は団体に「郡山市農

業奨励賞」として表彰しています。 

〈地域計画（旧称：人・農地プラン）〉 

  地域における農業の将来の在り方などにについて、協議の場を設け、協議の結果を踏まえ、農

用地の効率的かつ総合的な利用を図るためのものが「地域計画」です。人・農地プランについて

は郡山市では、令和４年 11 月末現在 60 地区で作成されています。 

ターゲット ２．４ 

令和４年12月26日 

郡山市農林部 

農業政策課 

課長 和泉 伸雄 

TEL：924－2201 

 
SDGｓ ターゲット 2.4「持続可能な食料生産システムを確保し、強靭（レジリエント）な農業を実践する。 

令和４年度郡山市農業賞・農業奨励賞 

表彰式及び記念講演会を開催します 

https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/


 

令和４年度郡山市農業賞・農業奨励賞受賞者 

１ 郡山市農業賞（敬称略・順不同） 

氏名 住所 主な活動実績 

濱津 洋一 田村町 本市においてブランド野菜を創出するために発足された「郡山ブ

ランド野菜協議会」の会長や、農業・農村の有する多面的機能の

維持・発揮を図り、地域の共同活動を行うための組織である「金

屋農地水資源管理委員会会長」を務めるなど地域に大きく貢献し

ている。また、現在は農業委員として地域農業の活性化に尽力し、

本市農業の振興と発展に貢献している。 

２ 郡山市農業奨励賞（敬称略・順不同） 

氏名（法人・団体名） 住所 主な活動実績 

川曲集落 

（中山間地域等直接支払交付

金事業） 

田村町 「多面的機能支払交付金」も活用し、農業・農村の有する多面的

機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動を実施しながら、

農業者による地域資源の基礎的な保全管理を行っている。また、

地区内の高齢者の見回りをすることや県内の大学生との交流会

を開催する等積極的に外部との交流を図ること等により、他地区

の模範となるような地域の集落機能を強化するための取組を行

っており、本市の農業振興に寄与されている。 

武藤 甲児 湖南町 湖南町福良地区の人・農地プランの中心経営体として経営規模の

拡大を図っているほか、離農者が少しでも農業に携わる環境づく

りを構築していくことも目標とし、地域農業を牽引する存在であ

る。また、都心にてレストラン運営等の事業をしている企業の契

約農家として、平成 26 年度からインターネットでの直接販売を

始めるなど、模範となるような販路拡大を早くから実行してお

り、本市の農業振興に寄与されている。 

株式会社きくた農園 

代表取締役 

 佐久間 俊幸 

喜久田町 農地中間管理事業を活用し、現在 35ha の水稲栽培に取組み、地

域の農地を守るため、離農者の農地を集積し、100ha の経営を目

指している。また、地元の水稲種子生産部会にも加わり、3.5ha

で水稲種子を生産し福島県の高品質米生産の一役を担っている。

更には次世代の農業者育成のため、研修生の積極的な受入れをし

ている等、地域農業の見本となるような取組を多く実施してお

り、本市の農業振興に寄与されている。 

有限会社ニッケイファーム 

代表取締役 

 大竹 秀世 

大槻町 化学肥料を用いない栽培を行い、年間 100 種類以上の農産物を

生産しており、自社の直売所及びＳＮＳを活用し、幅広な消費者

を獲得するとともに農業の魅力を積極的に発信している。また、

製造業や飲食店等と農商工連携を図り、６次化商品の開発・販売

にも取り組んでおり、本市の農業振興に寄与されている。 

 


